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はしめに   
説諭では、「㌣∴ニ ス（鬼血如」と噂現れる｝アイりピン♂〕武術を主な趨榔三雄をブ上げている乙j。ヨ  
ア山叫ニスグ〕特徴は両手に持った塞い棒状聞属牒諸虻在に轢嵐妙法にあり、目本鞘 r層状手」と  
呼ばれる武術にやや類似L・ている。伝承や諸説が伝えるところによると、ニ牒噛淵摘紬鈍痛伊”  
ペイン到来以瀾からフィリピン各地に存在しておか）、スノ、竃イン句 アメリカ、そして短期間なが  
ら巨二ぎ本による身0〔輝近く拭いた植民地j葺讃でも途絶えるこ〔となく受け継がれてきたと言われている。 
そLて近年では、護身術あるいは身体脅威を鋸汚とL〆たアマチュアスポ如・－ツとじて、幅広い層  
のÅ々がア一山－ニスを学んでいる∫～〉 さらにア一世ニスをフィリ寝Jニ／伊）伝統文化紆Ⅵ州〆つとして評価し  




がどグ）ように形作られ、どグ〕ような丸々が雄二しい手となqノ：〕ているグ）か。ノ 本論で∵明らかにしたい閉  
塞はこの2つに簾約することができる 
序論   
冬論鞘目的   
本論捌錮勺は、フィリピン銅歴史的状況を踏まえγ㌃、 ア研 こ鼠がどダ）ように継承されてきた  
のか、そして現代においてとギのような形で修練や実践が行われ）㌃いるダ）か、さらにア加・・－ニスを  
実践L．ている人々は果た茫〟てどのような意識をこの既約に砲い、ぞいるのかを明らかにすること  
にあるr。   





らかにしていく。   
以上グ）諷凝に取り組むための手がかりとなる剃ま、人類学で用いる†〃伝統」の概念であるミ。  
※広島大学大学院総合科学研究科  
岬1て7刷   
ここで言う「伝統」とは、その教案性や正統性が客観的に判定することが可能な実体性のある  
概念を懇産しているのではなく、樵々射充況や関′繰性グ沖で、構築されていく概念として扱え  
■てぃ三∴   
ア仰ニスという武ノ術は、日本ではこれまでほとんど先行研究が存在しなかった。だが、．フィ  
ーづばンの伝統文化グ〕あをブ方を解明する上で、こげ）武術は非常に貴重な知見を提供Lうる題材で  
あると考える。本論の考察がぅ ノ親類学「、比較民俗学を問わず、さきやかでも何らかの学問的な  
露離を発たすこむが拇来れば尊♭ぅである。   




道にア仙ニス椚技法約な側面虻捷車㍉ こ椚武儀明解磯度示す〔。ぞして第Ⅳ牽ではア和一州ニスの歴  
史約側面、第Ⅴ費で現代の状況について聾者による分断と考察を加える。澱後に結論部で∴ こ  
れまでの議論椚まとめと今後汐）検討説凝を明ちかにする。  
第iI葦 文化人葉頁学における「伝統」概念に関する議論   
針紆では∴科詣で潤いる「操舵」之こいう概念につむ包て、主に文化人類学び〕観点から整理して  
お宅ことに言㌦よう。こダラ考察を通じて、本論では「怯絃h」という概念を、様々な文脈や関係性  




調凄艶た。   
サイ仙ド混閤．．§Å貰狩）はこうLた近代社会と怯耗社会たを二分して凍える思考様式に対して、  
西洋を「能動的鎗妾∃練的汐理性的〟自㈲j的」『非西洋 を衆浮き を「M受動的鴬依存的轡非理性約や  
官能的」と貌窯！．〆た脚ヒ叫㌘、前者が穐者をm【－一方的に支配まノ鴇 再構成し、威任するこたを正当化せ  
る〆配考であるとして厳L宅批判Lた（サイ…ド：む9S6j′。彼の指摘した問題は，、非西洋社会都濃凍  
をただぎW職者山室 であると激鑑Lたとこ√ろにある拶）ではなく、こうLたÅ々を創造的に▲文化を棒  
針讃捜すことが注を来なミ㌔㌔鶉 近代とは別の時間を生きる存在とLて見なもノたことにある（太田2001：  
iニうl二】   
こうLたぎ一身一打工訣タ∴＝紅ム」激蛸雛剃やで∴「近刊＿」と対置する形で無条件に弼いられてきた  
「怒統」概念も再検討を迫ちれることになった。ホプ式ゝポウム ∈琵一摘発矧那膵撒狛 ヨ∴レンジヤ…  
澤．深Ⅵ旺摘G濫配∋ は『創られた伝統遽 ∈ホプズポウム＆レンジャー1992）各こおいて、「凝耗」とは従  
来考えら甑てきたような経書違約な概念ではなく、政治的な動き汐）中で創造きれうるとする認識  
凱示し∴太きを議論を呼び凝こじた狛むホプ濱ポウふとレンジャーと同様の視点に立ち キ仰ジ  
・iTメ′－   
ンダ粗銅一椚況淵礪り とトンキンソン ＝軋耶派閥㈲弧輔巨は、メラネシアで広く翔机られ盛  
徳携や慣習などを指し示すカストム（ka熱血）が彗枚削首勺な動きのヰ†で創造登れ句削、られてい  















ム三．   
こうした批判を受けて、人類学汐〕告発論は、、植民地統治や国民匡】家形成過程における伝統や文  
化を巡る語りかむ∴そ和背後に春濁する政治権力や力関係を議論げ〕焦点にすることで対処し′た。  
●・  ：   ・     ．   ・・    二        ●．      ■    ．  













－▲l持上   
1や 武具、技法から見たア仙ニ スの特徴   
「アれニス」とはフィリピンで発達した武術全般を指し示す呼称とLて用いられる。′ ところ  
が団体毎に微妙に修練の内容が異な〆〕ている上に標準的な規則や基準が定まっていないために、  
「これがア叫鵬ニスだ＿j と←一言でこの武術を定義することば非常に難Lい。   
しかし、むちくつかの具体例を提示することで、胱気ながらでも何らかの傾向や特徴を見いだ  
すことは町能だと考える。そこで次常に、ア血ニスの修練体系の〟【【止別を示した。き こげ）義ほ、イ  





いる。また技法グ）面では片手に待った棒を操るも♂）から㌔ 果てほ遺ばたの砂や泥を投げつける  
と♭1う方法までも含んでい戌汗㌔   ‥・・；・・・  
抽yo汰う などが挙げられる，。棒 rs仁ic呈そ）節用黎称は実戦団体によって異なるが∴…般的には「バス  




署銅紆であると言える舶。   
銚 ∈swo㌻那 ほ、刀身の濃きによって漉きく長剣（ザンジバル・Z芸‖血ぬ㌻）と、則∈ギ／ヌンテ  ●－－  
ゼリピンでは護身用の武具とLて炭い歴史を持つ彗幅㌘）広い刀身を備えた山刀（ポロ・挽混右  
ぞLて短刀 ∈ダガ抽や扮aga）などいくつも紆種類がある。もちろん、修練の際は殺傷能力のあ  
る業際の武繹ではなく、これらの別の形状を模した武具を用いる。   
技法は、太き宅分けて1や片手に持った√ステイツタ等の武具を操る技法、2睾 両手に待った  
2つの武具を操る技法勺そして3。相手を組み伏せる体術㌔ を主なものとLて挙げることが出  
来るく。片手に待った武具を繰る基本的な技法から、2つの就農の操作、きらには異なった種類  




ーlバり1   
節8エリア  
‾              、 －・一・ 1  
スタッフ（綴㈲、オー血〉‖血ル（攫）、パドル魔う∴  
スピア如 く、ヤり）、スピアー仙・＆サノ州hキュラー㍉  
シ…ルド（F里研削ら スピア血叫＆レクタンギ；  
エラー鵬シ加…一ルド（段方形嗜）鞠 スピア仙＆ソ；  
－州ド／／／ステイ1ソタ1、スピア仙＆ダガ、偏血 － 、トラ；  
加川棚ハンド鵠メソッド（わゝビ如【・ステ イツタ）∴  
トン山岬ハンド∴メソッド（スティック）   
l  
‘′ －、‘ －‾’、一▲‾′ 一ノ－’ 
ィ∵∴  ∴  j  
繹1エリ ア′  
－㌦岬脚一柳・一・一一州刷■仰山＝－W…・州｛…‾k一一州…〝岬【叩l叫－，－・▼▼・…  








l  L㌦血・】仰・・・一冊”‾山脚～川－‘■■叫州－■◆‘■仲山■ト■リY‘‾1■Y】一′‾■’’▲■▲－■’山肌…W‾日日【～〃一山‘ノ州■叫岬‾仙‾’ノー■レト【‾－  
：第3エリア  
」   ．．－＿＿．＿．．．－＿＿1・・－一▲一両…Ⅳ州一叩■洲‘w－m脚▲■仙仰柵柵‾【仙岬叩W…‘醐■■T■岬…Y肌  
l ∴㍗㌢イツタ＆ダガーー｛（短別J、ケイン＆ダガ∵肌－ 、  
∴ノ脚ド＆ダガ仰、ソー州ド＆シ小ルド ト膚巨  
1コング＆ショー一ト 一式テノ巨ノク  





テーール ピえい尾）  
第dエリア  
ダブル∵ダガ⊥㍉ ニダブ皿‥∵ショ仙ト ーステ  
イツタ  
節呈0一エリア  
‾′、【1  【 ‘ 、‘＋‥‘■′・、1 …・〉、 一－、一一■ツ．r【、－．＿＿＿．▼．．．」ノ．，．．．l  
l ハンド〃スロー測インダ濃ウエポンズ、熟 議ピア：  
l 仙ダ慨㌦－、ウッヂンスプリンター（ナイフ状：  
射精㌧ スパイクト紛糾㌧ コイン彗 ワッシヤ  
仲川巾ぐ座紋）、スト…ン旬ロック彗サンド（裾∴  





シングルー ダガー肌≠ シングル欄 ショ仲川・ト  
スティツタ  
フロジェタテイルヰウエポンズ、ポ竹＆てⅦ  
rツ（弓匁）、プロ…・・ガン（耽藩競）旬 流リング  
ショット（ノ率テンニり、ポー血ダブルキヤノン く軽  
憮砲）  
▼      ＝ 一ノ   ‥、′■′′  ■   ■   ′、  ＝′－－′ノ川■′、ノ  ヽ■■ ■1▼1  
雛12エリア  
・  、  ・・ノけ、′－・′－■ ′・′■【一、■【・一■′■，・′ 一‥′■一－‥‥′－′′ノ′・  
メンタル吟 エモ輌ショづ叫ル、謁をどルリサェアル  
トL－∴∴ン∵、i∴－ⅠJニ∵‾十◆－′－∵、ノ＼差∴‾ノ、  
∴いL、リ「－÷∴：ン－ニて：，1、し二∴トリー両、’イ；▲l7  






ミ〆カラン（キッキンダう、ドゥごEッダ 、ラヤ  
ジグ、プノ、デッチョン（ダラゝソブリンダ） 




ごと∴ i ′●・“・トi「圭一∴・ミ・∴■・・い ト・・． バ ； －＝巨 ‥  
（『月刊秘伝．q 2005年4月号（株）BABジャパンp44より）  
1トl－   
次に、「モダン止ア仙ニス（凝撼闇＝臨海」と呼ばれる体系を別に取り上げて実際の鰭締の－ハ‖‖h一  




られる㌃ この点に於いてほ、あ宅までも格闘技術の習得に重点をおく前述のイノサントやアカ  
テブミー岬とは方向性がやや異なる。現在汐）フィリピンでは、多くの東学のスポー ツクラブや、公  
立学校の体育授業の教材としてこのモダンゎア山ニスの技法を採用しており、一般的な幡練の  
方法を撒遅するには最適であるた言える。  
2．ア血ニスぴ〕修練（モダンヰアー鵬ニスの場合j   
a≠ 基本動作   
鰭繚にお墓ざるモダン鴻ア…ニスの殴も基本的な動作は、一→一本のバストン（棒）を用いた、対  
敗者の急所を攻撃することを前提とLた12♂〕動きである。即ち、修練者は対戦者び〕こめかみ（左  
右両側き、胴部 旋右雨酢）、みぞおち、胸部（左右両側）、大腿部（左右）、眼（左右）、額の各  
急所をメ首ストンで打つ、あるいは突く動作を反撥練習する。修練は－一・人で行うこともあれば、  
攻撃の部位を確認するために別の修練者と向かい合って寸止めの形式で行う場合もある。姦藩  













に2つの理由がある。   
b，二人の鰭締着による鰭繚   
さて、塞謡約な動作を習得すると≠凍は別慨修練者と二人∵磯．で瑚参締の段階鼓こ移解する。  
ニ銅段階ではも前述した12の基本動作を、攻ぬ手となる修練者が繰り出L、－十方受け手となる修  
、lざ二」   
締着が素軋 またはバストンで受け流す。この血山一連の動作を繰り返L行うのである。。この修練  
を通じて、バストンの繰り出し方法を会得すると共に∴攻撃に対する防御方法を学習サ・る  







c．シナワリ（Simaw岩11i）とレドンダ（鮎domぬう   
それでは、ア仰岬ニスの樹去上の絡徴である、連絡かつ流れるような動作を示す鼎体的な例と  
して1、2つの技法を舶介しようゎそれはシナワリ 鮎一員Wali）とレ約ダ（蓬考泌皿血）たいう載  
、－・．、ト  ・－   ； ‥・・、・．  
まず1、シナワリにつ射て説明しよう。これはニÅ紆隊練賓が両手にバストンを掩った状腰で正  





－▼－1と；二ト   




バストンほ、すぐに次の攻撃に備えて頭部の側方句 あるいは脇の下に構えるため、途切れるこ  
とな乾連続した攻撃が育甘能となる。  
3ゆ 階級制∈㌃ankings紳em）から見る組織的構造   
こうした投法的な特徴を持ったア仰ニスを、どのような人をや集団がどのような構造の元で  




・・．       ●   、：Iパ       ー・－ ●・   
で・は∨も そ艶以前の時代には、修練螢はアーニスはどのように受贈秘中できたのだろうか（一∴植  
民地期以前にほ、Å埼が護身の技として、あるいは寮族などの社会的地位♂〕高いÅ々は嗜みと  
L一打こ齢技の修練に励んでいたという（㌘屋這濫S鼠S L974：㌘川。だが、フィリピンの長い植民地期  
の間に、植民政府が民衆の反乱を防ぐ巨富的で武具の保有や武術グ〕修練が禁じられたことから、  
表立って修練することが不可能となった。そ♂）ためアーニスを修練する丸々は、も ご宅身近な  
匁机開純潤伏線導転流融沌融・も1Cヒion）という形式で密かに受け継いできたという。当時のア  
血 ニスの修練形態は旬 叫。泉、の指導者が伸一Åの門下後に窯鶴形式で技を指導し、特に位階制など  
で修練者の段階を区別するこたはなかったた糾う掛 こうした素懐的な修練方法を家族的技法 ぐa  
l                ・・    ・・∴・  一   
これi二対し‾■ご、．牲代ハ丁－ニフ、ては、サニテント∴・「＼ヤーー1、ぐうl・こ111〔ll11こlゴtしγ：flと■訂師頒∴、－∴∴：く・；’トー   
・∴ ・         ・   ・                    ・      ニ  
に応じ数段幣制を設服て≠礪ixき。   
先に挙げたモダンーア柵こ一謁を例に取ってみてみよう。モダンルアーニスでは様々な武道や  
武術の要素を稀線的に取り′丸れて♭ちるため、帯の色に応じた階級の区別や、段（d汲沢う といった  
呼称の採用など、外来政道の影響が色濃く見られる（表3州2）。  
な軋 こうした階級はも全ての賽銭団体が統冊…した制度を共有Lてい るわけでほなく、琵‡終に  
よって微妙な差異が存在する。窯践団体の血】M一例＝二して、B芸LhudZu曹Buという団体の階級を示す  
；二㌔∴ト∴ト7二   
以上∴本尊では技法上の特徴と【、団体の組織的な構造から、フィリピン武術アーニスの概要  
について説明した㌧ アーニスは聴々な武具を用むうる武器術であると同時に、隼流れ 用嗣再”と  
ー－18▲巨m一   
滞の色   階名  
（男性）   
W′壬1．ite   夏。血猶   
B‡・0W二言1   ぎ．ノiiこh訊   
1．st   ‡s岩ま   
2nとi   ＝H†＝＋叶」   
3祀   ′釣兢io   
Blac肱   LH††∴††＋＋†   
1st：㌻二）ai1   Is之てL  
211dE）an  恩〕ak覿Wa   
ニヨi・dを〕a首1   1？a亡iLO   
射．虻如1   祝融   
5tilD、ail   iJin・払   
6th二Daニー，i   Ai1／j，ア11  
7tilI〕a宣1   親臨   
鋸1こ）an   Wa‘払   
‘ya‘m   





払ぬⅧ加抽鵬  けl昭一二1ごけごl】  
itlしし「＝lし、しIiこLtしユ  l11こ川こlI1こ11】（hしこl   
肛し‖しIil■iド廿lこl  二吊＝l11しtしl  
鋸胤融Ⅷ1SLⅢCヒ（汀   
沈愚行L氾融∬   
i11トil－し1し・liけ＝  
けtし111日棋■ヾ川11l  
ゞし‖●り   
ll）ihJトニl叫ゞ－．1l－1－  
高山＝lし・t川」11   
iト1ト＝・し1し二l川・Ⅳ  
止」し1l血怯岬丹’しll’1－   
王〕川1…1ゞドしl「り  
衰3肌2 モダン・ア叫ニスの階扱制  
・．jミ．－ ．－．■ ：  い・  
表3－3 Bah‖dZしrBし1の帽・根制  
“攻撃と防御♂）組み合わせ（we£』Ⅴ藍望）ラブを基調とLた（㌘畳ぼSÅS悌3：P穏㌦5う挽僻の動作を兼ね  
備えた武術と乙㌦て捉えることが掛牽か。そして近年では、実践団体とLて鞘細腰灘が進み、階  
級別など勒導Åが碍われている（〕   








m185叫一伸   
は彗 ま側 こかペイン到来以前のいわゆる先議ペイン期（p夏ルe－軸弧溺Ⅷふ、2〟 スペイン桶属地期  
3サ ブイリピン革命前後、とユ9世紀までのフィリピンの歴史を太きく3つに分け、各時代毎にフ  
ィーゴビンげ）愚策を説明Lた上で㌔ アーニスグ）発祥や継承の歴史について検討を加える＼〕  
●  







アジア地域との関係から、当時のÅ々の生活環境や文化的状況を推察することは可能である。   
今日ブィノで∋jピンと呼ばれる地域には、ヨ6牡紀最前には中決集権的な統…一国家が存在せず、各地   
－             ‥－                                 －、    ●           ・  
た。ブギランガイは社会階層が存在する社会で、最上層の王族 ∈ダトウ）、貴族 〈：世才ハルリカ）、  
血紋民、そして殿下層の隷属民の太きく4つの階層から成っている。丸々はパトウハーラと呼  
ぷ御がこの陛を創造Lたと信じ㌔：本。、川、感覚など勺 この世の全ての現象らこはそれ巨富倦のアニ  
下 ∈踊震う が捕って㌦怒るというアニミズム的な宗教を信仰Lていた くホアキン2り05：P35）。そし  
て文字の記録は、アリバタ（a鼠ibat芸も，）と呼ばれる表記体系を用いてしうた。敵対するパランガイや  
後攻してきた敵対勢力と戦終笥様態に陥った際にÅ々が用いた主な武器は、刀身が波形のように  
うぬった渕 ∈タうブス ・k㌻is）ヤ機－、そLて太砲であった（図複一血、1き。〉戦士選ばこれらの武器と  
簡で身を固めたのである。   
現在郡ブイりピン紫蘭澤の首都マニ・ラは、当時から・7倣紀から二1毯世紀頓に漸南アジアで強太な  
・ ・       l    ・  
盛んに交易を衝心㌧ 商瀾・貿易センターーと  
Lての役割を担った（橋渡j99汲㌘150∋。そ  
れた来春こ篭 市内は外敵の侵Å．に備えて、丸  
太を組んだ簡素なもの－ではあったが恩壁で  





ユ5ユ毯年頃にはフィリピン南部に濃｝ル仰、 図均一113世紀頃のものとされる劉の複製品  




脚ム」腱界が成立しつつあった（早瀬2削3：p頂6ノ≠－：17）くっ ∧叫油方、ポルぎ、ガ、ルがムラカモ書重ヨを占領す  
るなど、ヨーロッパの足音が徐々に近づ㌦もていた（ 
ア陳ニスの発祥   
このような歴史的状況♂〕中で、ア恒・ニスはどのような形で発祥したのだろうか。ここで磯㈲  
宅つかの諸説に基づし包て考察してみよう。厳密に言う と、ア…ニスたはスペイン植民髄期に発  
達した武術を指しており、それ以前に今日フィリピンと呼ばれか敵城にはカリ ∈磁掛練り た呼ば  
れるア仰ニスの原型的な武術が存在していたと登れる 津糀鍼馴聞勘耶柑弧購闇狛既納  
錯覚㌘Å掴GU濫20捌：Pま0，W√‡貰〟監V2£）0ユb：P32）く。カリの掛僚に′ついては、今日インドネシアと呼ばれる  
地域を筆頭に、さまぎまな丸々や文化が流Åする中で成立したとする外来脱が有力である   




＿    ．－ ・・             ●・・、 ．・・・・！；  
・      ．！             －       ・   ・．■ ・  
である。もっくとも、ムスリムの武術とカリとの間には何の関連性も見いだせないとする主張も  







∴ －・・－Iiき・：：一   i－・・－－：   
ここで登要な点は、カリが現在ア仰ニスのような棒術ではなく、別を薮体たした技法、つま  






血血187血   
2場 植民地期におけるア如こヌ。ぴ〕変容  



















エラは一も 凡打約捜捷藍職Åを抱える、当時のフィiゴビンでは牽太規模♂鳩汚市だった。一軍ニラほラハ専  
ソ箋，J㌧Ⅴン王の統治下藍こあったが、幾度か卵鶴間の末、b ツリマン王はスペイン翠に降伏ぎJ・た。ソ  
ープⅤン王の降伏を鷺をすて、15ア且卑5馴ニスペ／インの総督レガスピはマニラの領有を宣言すると共   
一            一                 ＿  －             － －一  
に藩3たる植民地支配を経験することとなる。  
劾車からア山ニス現職腐滴   
温5望1年のマゼラニ／来航は、フィリピンとスペインが本格的な接触を開始した歴史的事件として  
＿                 ．－       ・；． － ・・    ・ －．  
捉えられて㍍る。ア如こ牒の物語によると、ラブラプはマタタン島におけるマゼランと♂〕戦闘  
郵儲凱藤一ジを用しうてス㌔竃インの兵士を駐倒Lたというのであるむ フィリピン最古の国民的英雄  
とLで硯在であ親し護れてむうるラブラプを介して、フィリピンの史実とアーニス瑚云説は結び  
つくこと鼓こなる。  
●         ヽ   l 一、－●      ● －   ●   一  
約にもス㌦鴬イン文化♂）大きな影響を受8ナた。。そLてちょうピ、スペインがもたらしたカトリッ  
－1錮叩   
タが、 フィ1jピン群島登城で古来より信じられていた精霊信仰と結びhっいて㌔ ブ頚－－一∵タヵカト  















3－ 民剰翫担と接杭♂）手段としての富云統的武具  
フィリピン革命期の民衆の抵抗   
簸い植民地期を経て、フィリピンでは19世紀境より㌔ 社会変革の気運が人ノ穀の間で高まった。1  
ニれは「イルストラドり」附us細説o：啓蒙きれたA．）と呼ばれる、ヨ加脚ロツパの啓蒙思想を学ん  
だ知識層が登場したことによる。彼らは農民が簾田から絶望的な反乱を起こす現実（スタイン  
パーダ2鍬0：p軌 プロサン19鍬卵22′）を目グ）当たりにし㌦、楓民地支配か紡紆義金怨自立と属灘  





．： －‥  －・－  －・・・   




器を所有Lておらず、貧弱な武装で警官隊にゲリラ戦を挑んだ（鈴木1997：温0郎。   
革命初期には民衆側にはわずかの統離しか持ち合わせがなかったため、ポニファかオのよう  













イン■アンティンヨ をまとい、近代装備の警官隊に対して、あえて無謀とも呼ペるような戦い  





革命とアーニ∴式   
それでほアーニスそのものは、こげ〕当時どのような状況にあったのだろうか。ドン願ホセ・   
－：．・・－・－．・  
摘鹿‡済＝猛朋お繭＝鹿翫蹴転扁∋ にアーニ。スを含めた総督的な武術教室を開いたとする記録がある  
∈常夏鼠．EY2鮒はp57，YÅ膿Å01957）。ニこでア】－－ニスを撃戊鳶登磯雄巨・人が∴先に述べたホセ■リ  
サ州ルである弓1。彼はぞの緩もア偏ニスを愛好し、彼自身紅瞞那隼にカラン雄市（臨油滴扉 にア  
如こスの教室を閃♭篭たとも11う（掴AVÅR韮温02001：㌻き4S）。彼自身はよほど武術に関心があっか滑れ  
フィリピンで継承されてきた武術を、重要な伝統覚化常仁一つとLrて紹介している（まbid：p47～∠顧。   
また、嘩村は無名戦士の逸話とLて、アメリカの植民地支配に抵抗して、南部ミンダナオ島、  
スル血諸島などのムスリムが反旗を翻Lたモロ戦争（ユ903岬1913）で、ア州ニスの催い手が反乱  






一－－1頼）－－・・〈・   



















だったⅩLX）。こうしたラプラプの勝利と力の象徴性が旬 ア如こスを窺腰する丸々の聞でもどれほ  
ど塵要な意味合いを帯びている汐）かば、ア佃ニ＿スの格劾におし篭てラプラプの肖像が繰り返；L使  
われていることからも理解できる。   
テプラプの存在は先議蠍イン期の歴史物語の中に留まった。j しかしアーニスは違った。現在  
のアーニスと伝承との連続性を説明するた捌こは、どのように相星藍地期におじ㌔で継承きれ続け  
てきたのかという賢哲りが必繁となる。）ぞしてその語りを通じて、抑圧的な状況職中で生じたア  
血 ニスの変容を、、民衆によるLたたかなト抵抗餌場iE…j とサることで、も こうした変化はむLろ常  




に存在していたとされる剛術カリの実践形態を思案に復活きせるのではな竜馬 あくまで現代的  
な韓術アゝ州ニスを「伝統武術」たLて主魔しているのである。   
本章では、こうLたアh…ニスの現代における動向を明らかにするた捌ニ、まず近年♂）フィリ  
ピンにおける、国民意識の濱揚を藩医iした自立化に対する再評価運動グ〕状況を示す。次いでユ9舶  
…1日 ■一、   
希代以降に顕著となった、古顔的なアーニスの実践形態からスポ仰ツ化への流れを見ていく。  
次む1で、ここ数年で拡がりつ㌦つあるア…ニスを取り入れた伝統文化教育について触れる。最後  
に現在紗簸践団体卵酒勤状況を旬 2つ銅事例から具体的に眺める。そしてこれらの活動椚準で  
は、「療軋トそして「英雄」とこいう歴史的象徴を笥アーーーニスの伝統性を表現する手段として動員し  
て㌦篭ることを明らかにする。）  




















によ噂馬 東南アジア鰯瀾描  
おけるフィリピン椚重要憾  
が増すと％ ますますブイ！ゴ  
ビンはアメすメタカに依存して  
ト、し・、∴   
だが1－ こうLた従属的儲  
係を民族主義者のレタトら  
ぼ数L宅批判し。楼濁糀磯  
判針受けて鴨 フィリピン 政  
表5－－11920～70年のセブ及びマニラにおける主要なアー  
ニス実践団体  
－     ●      －      － － l  
′丹ご   
掛まユ956年にリサーール法という民族主義的な法案を成立させた。これは史郎）学校で経済民的英雄  
紆かセ∴ 車中一冊ルの生涯やその哲作を教えることを義務づけるという婆）のであった。また1966年  
に起こっ）た「第二次プロパガ、ンダ運動】f と呼ばれる文化運動は、判那〕「文化太革命」の影響  
を受け、、学生七袈消耗Åを中心に、数駄文イヒ、マスメディアのフィリピンイヒ絶太衆化を求めた（ハン  
ニのように針嘉化の見直Lを通じて∴フィリピンではアメ ぷメカ嘉′化に代わる自らの自立した文  
化跡隆索の機運が高まっていった（深見サ早瀬ユ999：i油膜㌦新道巨血∴  
2．脾酢軒侭以降のヴ㌧ニス紆状況   
こうL虹フィリピンの社会情勢明中で∴ 7－－ニスはと、（7つような状況にあったのだろうか「。太  
きな流れとしては、限られた修練者のみが実践する武術から、徐々に¶m・般社会へと普及してい  
ったことが挙げられる「〕その軌きは、武術の修練を∫葺的とした窯践狂言件の設立や、学校の体育  
教育への浸遥、スポーサ ㌢聴け酢サたよ中計生計隠法への発展といった形で洩れている   
実践酬本の数は、i932年にセプ洋ざで～ユゎ日劇r［フジオけカニ、一冊テ 胤CÅNE√㌃音三）という幡綿者が組織  
したドセ鑓バレ三ス ぐ首〕〔）（ニe若〉訊i■描い血いをはじめと乙．J∴i駆酢軒代から急速に増凝は．ている（表  
5一…叩1き 
なぜ、これ以前椚記録が少ないのだダブうかく′ 主な賓周とLては、アーニス紆象践者が＼活動  
内容を文教などで記録闇保管盲〟ておくことに消極的だったという事情が挙げられる〔）そのため  
これ以前のア帥巧叫ニスの動向を辿るには、実践首の記憶を辿るほかないク）が窺情なぴ〕である  
＝）川卜＼ト言＿＼コ叶l巨恒；1   
数少ない記録がず烹‡えるとこ華3によると、、当時のア仰ニスの窯践せ浬雷ていた椚はほふ凄と㈲  
馴染であり旬 しかも彼らグ〕技の熱意塞きをさラモす証明爵」幣階級るごと、の客観的な指標は存在Lなかっ  
た「⊃針紆紆紆㌣↑ニ針紆掛締着たLて詐礪を高めるた紙ポぶ∴洩潤い動機が㍑加き で強い職手と  
観い勝利するいう、なか√〕た。このようをこ当時のア洲L叩こ一謁の実践は、極めて危険性汐）痛もう」も椛きだ  
ったと㍑いう 〈汎娯摘錮封が犯↓は翫  




税率案職蘭憫；欄∴L望 を開い吠。ノ彼は、いわば古鼎的恵ア血ニスと塞照雄持一鵬ニス椚両方を体現  
した人物と言える。   
彼は19弼年にパンクヤシ鳩に生まれ、1997年に死套Lている。幼少の囁より血気盛んで、Lば  
しば暴力沙汰彗コ決闘の末の殺人げ）罪で刑務所にん所していたという 仁排紙凝蹴雌雄か溌㌫寮錮  
強さには秘訣があJ二ブたタ。彼にほ父親から教わった戦いの才覚があったが）であるL｝ポロ く山別 を  
自在に操るそげ）技は、鰍乃家族が代々伝えてきたものだときれて㌔うるが句その手友を学ぷグ）は彼  
【叫－・193鵬   
の家族やご宅 観いノう者に限られており、技の対処方法を朝手は知る由婆）なく、彼の強さば悪名  






船農達が彼の元に集った。   
彼は当初はこうLた若者達を嫌い、「お前選ば十分に強いではないか。帰れ」と厳しい買弁を  












たのである。風民各こ直接指導を受けた教徒選ば電 波が優れた技法と豊富な格闘の経験を持って  
♭うることは認めても、良い教師とは言えないと回顧している 擁i8：27）。   
ノも既はぷr4Tぬm宮き9♂緒で、カープス・イラストリシモの道場致だけではなく、ア如こスを修練す  
る多塞のÅ梯に、有給砕から伝説的な師範の名として広く知られていた〔。叩文字通りに解釈する  
ならば、ニ汐〕言葉は「‾覚」や ㌻‾観光」といった親しみを込めた意味なのだが、彼のこの別名に  
は、敬意と共に凝れの意味合♭ゝを帯びても1た抽まd：P6うく。その理由は、以上に示した彼の波乱の  
武生と、一度怒ると芋が付けられな宅なる気性び〕激Lさにあった。   
登雷な薫は海 兵既にとって、ア仰二流は純粋に我が身を防御するためグ）手段であったことで  
ある。綴は晩年になるまでアーニスの技法を商業的に利用したり、－Ⅳ叩・般社会に自らの技法を普  
及させようとほ、考えていなかった（。Å氏の技法を特徴に応じて分類しⅧ 学びやすい形にまとめ  
上げる作業は、彼の直弟子となった人々の手に委ねられていた。そして道場としてそぴ）継承の  
歴史を公式に覇蒸し記述する作業もまた、弟子達ダ用：寧だったのである。   
Å既のような苗輿的なア仙ニ。謁の実践者が活躍してしちた時代は・やがて終わりを告げる。ユ932年  
にフィーJブピン政府は改訂刑法を施行し、こうした危険性の高い決儲を禁じたのである。以降、  
一－lゝトトー   
ァーーニスはスポー鵬ツ化という次なる段階を迎えるr。  
3。アwニスのスポ血ツ化  
a叶 ア加鵬ニスのスポ岬¶ツイヒに関する制度面での動向   
アーーニ∴鶏び〕ヌポ加ツ化の背景にほ、国家の健康政策が太きく関わっている。派別渾ぷ帯ルコ為  
永統領は太統領令6掛号を発した。こ れは、経御母馴箆迷の坤で、将に青少年の健康枕態が悪化  
しつつある状況を懸念す影野を受けた措置であり、フィリピンの蘭少年の身体能力の向上や健  
療状態の改善を謳／〕ていた。こび〕布告を受けて≠政府はア笥アナエアス淋叩ツ娠熱を主な課題に  
据えた青少年スポーツ発達省無か旗印油・11el宜創＝摘測澗献軸摘挽融桓聴痛 濠瀾償い㌔同  
省の指示の下「∴膵格準に猟ぬ刑射胤壷机随狛衰班別が紬沼私版頑1だS掴Å詑Åf＞用‰）が、政府の公認  
するアー州ニスの協議会とLては初めての公国組織とLて学監足した。   
ユ979年に、セブ島♂）セプ市で開催潜れた、初のア仰ニスげ〕全国的な大会 抽efi㌻§tNaヒiom叢もユ  
Å㌻‡1isCh汲mPions！1ip§）は、アマチュアスポ血ツとしてア…ニスが歩み始めたことを示すイペン守  
となったの この東食に於いで、様々な制度が導入された。例えば、、ニグ〕大会で初めて「マスタ  





b単 体蘭授業料臣ほしてのア輌ニス   
フィリピン扱噌が相野隼に発濁したフィ7。ゴビン漆法では、体育数轡の濃霧性を認めると紫に、  




への組み込みが進んだ。   
・         ；；・－ き・ ・・ － －    －・－ ・・－ ・l－・・．い・・‥ ．  
初等教育と、中等教育の基準方針とLて、9つの主要計画を掲げた。その伽鵬つが 登臨親ダーム、  
スポwジプログラムである。これは、ア…ニスを中心としたフィリピンの伝統就補や伝統的な  
ダ】ム）を子供たちに体験学習させることを通じて、、これらの伝統文化を維持し、発展登せるこ  


















能」撒触摘科滋ぬ場裏牒融通．syonう という授業の軒で、ヨ山叩 ヨ仰などの伝統的な遊技や伝統舞踊  
と盛んで、ア岬二菜の花を体験するく。   
愛国教育を臨池豊乞abaya‡1）たは、フィリピン相伝級覚化や地理、歴史釣授業せ通常て∴匡家に対  
する愛珂心を育成Lようとする授業料巨巨である。日本の料巨＝こ例えれば、図譜と社会と道徳授   
・ ●－…－．・  
ピン〆翔舞踊や敬など彗 身体を用いた伝統文化を学ぶも♂〕である。  
轟か ア研一こ濃約賽銭と伝統の主張   
遮寧がヨア佃ニスが句 時代に遺骨する形で大き宅変化Lていったことばら 以w足二び〕事例から明ら  
かだ塾う。ニうした動きの準で、アーニ浣の業践E弱体ほどのよう鋸舌勤を展開（〆ているのだろ  
うかに ニニでは、2つの闇路を別に取り上げてみる。そLてこれらの活動の中で、それぞれ  
「軋姜と「英雄」がア血二浣の伝統を印象づける象徴として重要な役割を果たしていることを示  
す。 
訊。劉鼻二込めた歴史的連続性：「既サ蒼」   
保・豊＿」とは、奉賛前半部で「伝親的【jアー岬二升実践者とLて紹介LたA．氏と「、彼の高弟であ  
るひ民らが中心となってi986年に創設盲〟たアーニスぴ〕実践団体の－叫甲・つである（。現計、カリス・イ  




－＝→－1リーう－一一・   
リス、フトーストラリアにそれぞれ1名ずつ公認のインストラクタ仰が存在する。そしてそれぞ  
れのトレ困こンダ隕ジムに修練者が所属L、師範から技の指導を受けるのである、。   














る。この酎奉では199綿三の設立以降、フィリピンの伝統朋な身体茂聴聞1少 保儲」慧≠ 発展  
3セ 普及の3つを柱といこ射ヒ黎某を行っているrjその目的は、デルど塗う濾にフィリピン伝統文  
化の価値を教育し、かつその文化を楽L電撃ぷ瀾獲楼蘭潤することに置いている。   
活動内容を具体的に挙げてみよう。′ まずは、毎週日曜  
日の夕方にルネタ公園 宕リサ加叫ル公園）で開慢する  
闇ぬm噌紬1噂節減涙か城m皿庖”と名付けられ美スポ」  
ツイベントがあか。このイベントでは、マニラ市振に  






れる年－個のトーナメント太会銅企蘭一運営などがあるこ）   
興味深い点は、この団体ではア柵ニスの伝説的な実践  
者として国民的英雄ラプラプを大いに活用している点に  
あ意叛 ポスタ血に登場するラプラプ像はもちろん1個  
5“lう Ⅹ：捌） 、圧巻は台座を含めて約10メー岬トルにもな  
図5－1 PIGSSAlf）i使用してい  















2ヰ「覚写ヒの袈裟意識－」と管㌦－ニ ス   
㌢制瑚卦終は旬 共にて∴ニスを皆畜勤の中心に据えてむ、るとは言っても、一一つは武術の修練を  
目的たした窯践団体、他方は浅ポ加須菖動を主体とL．たNGOと〉、そ♂〕組織的な特徴も活動の方  
向性も凝なって㌦ちるように思える。   
ところが、アーニ鼠汐）普鋸酋動の中に、、共通した問凝意識を見いだサニとが出来る。それは  
ブイ1ゴビンが産額文化的な支配を強いられてきたという意識であり、こうLた密漁を克服する  





が鴇  フィリピンのÅ埼に、我々ほ自分たち自身の文化を持っていないのではないか、と  








－，・・・・－持出…、   
彼の述べる喪失意識とは、文化Å類学者のlコサルド（隠藍）ZÅLD吏〕）の表現を用いれば、「文化  
を持たない人々（pe宅ブPlewitt－10utC此Lげe）＿＝和郎朋職ほ数抑掛Ⅷ瑚 としてブイリピンのÅノヤ  
を経える見方た来通していると言えるだろう。ロサルドほプラタオ（錯乱野摘め）卵「ニ段優ね  
が‖ス帰漁転測励磁紬廟蘭画＝論圧服∬撒針髄別 に鋸紺はよか翫 フィリピンの  
文化を未発達、あるいはヨ一門ロツパの物蔑似、あるいはお仕着せ的なものであるとする鼠解を  
批判したのだが、こうした見方はフィリピン鋸財転める外部の人々だけではなく、フィリピンの  





の中で演じる形で受け継がれてきましたく）そ瑚乱 流術とし′ては機能を果たさなかった  
かも知れませんが、こうしたヨーー‡フツパからもからされた踊りギ憾」を∴那加摘消＝溺－  











人々は伝統文化を保存する記憶装置とLて活用した、という語りⅩ兇Vl上l）と、その根拠た挙れる枝   
・ ・：・  ・   ・  
いる。しかし他方では、ヨ糊口ツパ濃化を横磯側に聯牒Åれるブ仁リピンの上流階級と、在来  
・・・・  ■    ： ・ ・ ご        ‥        ト   ・∴、  









結語と今後の謡題   
線上∴本論でほ、アーニスの「伝乱雲概念がどのように形作られ1、辟腑1らられているのかに頑つ  




明らかにしたミュ最上のような分析を踏まえて、ア山ニ スの伝統を語り、実践することば、単な  
る鼠術椚修練というだ墨㌢ではなく、フィ富jピンの歴史を扱え直L・∴過去を蘇り越えようとする  




潜れるように勺 ア∴ニス汐涌劾邦方向性は多くのÅ〉々が共有することが出来る、より開かれた  
鰍隊文化鞠た向か■＝○て♭もるように見える。。例えば、あえて今回♂〕本論では触れなかったが、実  
践担当終の海外展開や1鴇 メディアが配信するアー岬ニスのイメーージの配信が海外のノゝ々がア恒∴ニス  
に触れる機会を盤みだし、多くの人々が牡界各地でア仰ニスを楷嫁する状況が出硯し〆つつある〔〕  
ニうした薄例戒噌錯雛軋「フィリピン職伝統武備＿⊇ というア如こスの文才藍二的な価値に何らかの変  
ぎーとを生じさせた嘗ブ、新たな文▲ほ的要素を肘掛㌢る町能性も考えられる。L今後は、フィリピンと  
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－－－－－－－－  
く廿・木鉢（ノ⊥ノー十舶宜J拙直′ノ～．【。州〔i州：＼’〔！！■さりi二〔iili州さ∴mJN＝ト  
アンダーー、ノンァ 迅〆〆い〆樽谷啓介訳望醐5『比較の亡霊：ナショナリズム・東南アジアー配剤 作品社  
－  、      ・・       ＿    ●  l‥ ・■ ； ‥  
沈酢触肱礎壷閤バ  
・ ・・‥・  
－－、一一一2川トーー′   
プロサン†C／／井田節子誹1那漆牒我が心のアメリカ 鵬・フィリピン尤移民常瀾汗調（㈲油蟻川   
Cai－】招S．L973．ノ温，㌢裾だ門◆〔・だ薫‖■貨‖鮎羞翫離．誠拙紋腑壷椚塙再一肌繭廠加灘慄山非紆激憤銅摘  
録四滑服溌針撒瀾融叫磯雄物如肋蘭一触膿酬一鉦世職規－ほ玩mぬ抜肌牒Ⅵ減椚麿・  
！ ・      ・             ・‥  
軋蘭崩壷鳩  
江淵w轟公2渕2『バイかルナエラリズム♂二）研創 九州大学出版会  
アンチオ仙・・プ）（；／′′′∈二㌻嫁遺子溜ミ2右剃『’ニグロ、、ダシ′ス、抵抗ニュ7－、拗Lヒ紀カリブ海地域奴隷制配。戯   
f1、L∴…汗1ミ ミ卜二‖li岬t＼（、ミ．巨It）iう∴＼1申＼ヾ．ふノト‘・‘・．√‘／・バ‘′、両晶、∴・／レ什ノ廿／∴r■、ヾい～十亡‘／f・片バー・／√侶項し一′（川Jん。・  
畏服繭飢弛湧γ撒用凝風樹轟z－だ血書）aris：鼠．瞥葦触朴nl鉦加工  
深見雑穀む早瀬晋三ほ粥「脱柏民地ノ化′へゝの道」他端笥浦編『凍南アジア史Ⅲ島腕部』霊 山川出  
版社：3絡4（）5  
し；．．、仙こ川iこl．1（l一日1i＝lし」＝＝i．－－し「＝＝11－こiii＼十いミ．t・川川，し・汗iけ卜止1・i川こし■一．l11Ⅵ′ilし・ト［＼1こけlく＼∴圧（1．仁∴レ′∫一∴ヾ．■   
勒触ぬ那棚摘摘融叩Ⅶ泌ぬぬ幽酬頼用飢準錘削㈹痛翫－れ挽融肌苅鵡別冊帥茹廠・  
早瀬晋三2酬三遷 雇∫d海域イスラ蜘“H・ム社会の歴軋周 岩「液讃雄二ぎ  
弘末碓土1999「近世登l家の終焉と柏鋸ぬ支配の進行」他端雪浦編『栄樹アジブp変互笠鳥緻部』  
山川出版社」髄㍑耶  
ホプズポウムー軋＆レンジャ輌，γ／前川啓治砂梶原登瀾∴他儲＝錮2 机別鉦れた伝就』嘉すず  
番房〔胱緑地㈲11－批正訓戒7領僧服膏眈喝群軽漉．j′拍蹴圭7‰＝‘雛閻鮎朋好紗那Z－才オ〃㌢Z．㌫a汀ぬri弛e   
！JnまⅤだrS廟Pま一路轟  
池端雪浦ユ987 －ぎノーフィリピン軍籍とカトリシズム』警鋸許昏扁  
抽晦翫甲融加∴闇軋嘩紳闇馴が撒か勧痛ぬ酢励隅＝滋馴閤甜紋娩繭海関絢“摘馴一闘粧   
．心t1l1し＝lしゝ八h＝止＝㌧1i＼Ⅵ‾トi11‘けしiトニく．  
－         － －                      －           －                                                     －  
l㌻丁  
ホアキン，N／欄絹絹摘㍉ 輝瀾公称訳鋸鵬 許物語肯こラ組敷捌 ぐ腑哩血誹闇蛋．朗敏如薇，勒   
．1／け川ん∴√l、tlし・卜；＝＝1川L‖L＝lし＼，il吊■l■∴居   
、・  ・lノ・－ －      ・             ・  －         ・、  
・                                  ・・一    幸 ・・     ・   
．   ∴・     ．‥  ．l  ．・  －－・     ・ ．  ・－   ！           ；一・．  
hhllし＝＝tLl∬…高．■■．1んルキ、／一拍／l∴∴ll斗－しTし・iこlliトトミtiし∴卜iくし・1ししl（し心l（・し－1こIt・  
・  ・・－・・－    ・；；．・ ・－ ・ …・  ・・：・        l  
し、り〃／誹り▲）√り岬・ハィ項）’－、lこl廿・1ご．  
i、 ‥－ －．・・    ・‥  I・J・ ・・ l   ・  ・  
Ilこり’トl－し直偏11し▲t‾ト   
‥ ‥・、l・－・・－、・．・ト・≡・・！， ・：・   －；   l    ・・      ・   
」lll   
腹痛融和Ⅶ痛感視軸鶴融頑一腹牒砂如弼潮裾野転勤油肛服棚膵ui〕1ishま曙：9－ユ4 
太田好信20LOユ『民族誌的近代J㌦の介Å▲文化を語る権利は誰にあるのか』人文書院  
メj壕野浮20㊥3 酢琵儀武術事典』新紀元社  
鞄執牒庖酬ぷ．脱肛昔転廟虚聞融通戒蝕壷血沈叩触ぬ舶紬a如叩rO卵m（〕fとだrぬryscllOOIs  －－・  
搬巌油町餅摘録勅触感ゼ磯雄秘ぬ憫脚蘭壷蝕鮎由一‥笥”ut如意）ubi撼壷鳩∴㍑掛墨汁  
－        －     －            －  
－－－－  
キブイェンjF㌫サ2む掴「フィリピ㌢史をつく紹直す」イレ仙卜，既C檜『フィリピン歴敷研究と植民  
地言鋭適 めこん：一瓢ほ減庵通岬粗銅．1999．‖Chap誹鮎maki咽㌘宣1ilippineを量istory・盲事週騰fゴか郎  




l凰   
虹うニ：こIi由，圭しH根＝∴※情fこ「畑′17守‘・f／ノ」、rノぎ∴ム）＝〃≠甘え、⊥，■牒－・†ヽ眉膏．一1／項・∫‘′■∴i心証川1l｝l‾し・トト．  
ヤ∵’－－ トト：∴＼ト十三ト浅∴∵ご1賄う ∴さ－り二∴ ▲〒こ’り■÷∴－巨1こ呈it川二しl＼＼・‖l・しl＼ごし丹丁い小川／（イ／／J川．Nし・＼＼I  
翫祓Ⅷ如膠鰭挽ぬ紘一赦仁平凡粛  
清東展ヨ整迅 圭一植民地支配の暦数を超えて仰未来へ♂〕投企としてのナショナリズム」西川長束ず   
池編『アジLァの多文ずと社会と国民国教』丸文貰院：1賂171  
スタぜンパト牒＼監，〆〆堀芳牧石非道子，辰巳麻子訳2をき棚『フィリピンの歴史★文化蝉社会単州別伸鵬  
・   ．  ： －．‥    J     ．   ．  ． ・  
吼絢肱閑適繭摘灘濃緑拙触顧  
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蜘掛澗離触感妙鞘蘭牒■級津磯ぬ粧鞘融通庭痴∴封灘．  
、・．－、iい一  
語閣政磯受 諾鋤5 針反≠ポストコロニアル丸筋学』風響社  
豆バラ本論では、打率語での馳㌻ぬ1触汐p訳語とLて、格闘技術郎）ものを指L示す意味合いが強  
1一∴狛ご叫・・   
い「級術」という欄譜が∴冬論の意図に合っていると竃戊バ以瀾擢痛摘㍑L「武術」で潮上し   
ている（。他の訳語♂）候補とL′ては、i一緒闘技」「武道」などがあるが、「格闘技」は素手で攻撃   
や防御を行う、スポ偏ツ競技を主に指し示す意味合いが強く、また「∵武道」も≠ 仙川一般的には   
明治期以降に成立した、精神修養や徳地敵背げ）要素を含んだ格闘技術を指し示Lており、こ   
うLた事情から「武術川‡という訳語がもっと‰ふさわしいと考えた。もっとも、「武術」も狭   
義の意味でほ、戦馴寺代から江戸時代初期にかけて成立Lた形式や理論を指し示す場合もあ   
るが、本論では、より広義餌）、体系化きれた格闘技術全般を指し示す意味合いで用いているく。   
なお、これら「武道」「武術」の概念規定やその祁遠点については、′j、佐野の解説（小催暦   
2003）を参照した。〕   
また、文献によっては、フィリピン武術全般射旨し示す阻語たして∴鞘廟加撒餌場山触の略  
．・l－－・－－＝・－  
ii）もっとも、ホブズポウムとレンユダヤ山岬は全ての伝統が政治的な構築物であると緒論づけて   
いるわけではない。〕彼らぴ）目的は、＝意統」概念には∴古くから続く「H慣習」としての伝統と、   
新L．く創造された「潮儀一トとして紛伝統の2′つ♂）あり方があることを示すことであった。も   
っとも、こうした区分を設けたことで㌔ 誰がその分類を行うことが出来るのかと′いう新たな  
l                ・     －■・・・ －  
．  ．・ ・．：                               ：・   
る。なお、この雑誌げ）詑尊中では、フィリピン武術に対Lて妻叩かプ即j と呼称して㌦もる。これ   
は、イノサント｝アかヂミ 仙がフィリピン武術の名称とLてカリ 偏ii）を正式馴乎称とLて   
用いているためで、寛質的に7け帥ニスとの実際♂〕意味合いの相違はほとんどるこいmそこで、   
本文では混乱を避けるために「ア～…岬ニス」と衆記している。  
l・  ・  ・             －       ・・・一   －   
が師事した狙近く椚技法僚恕瀾・統合Lたもので、全て汐）策戦団体がこ れら汐）技法を修練す   
る訳ではない。   
．l・  ・            ・・・－       ・・：   －  ・  
．・・．         ・．．い．‥   邑・       ・卜      ●   
妓もあるがト周いる椚は熟練した師匠など＼ごン仁∴郵監修雑著に限られる。  
vii）「mモダン蝉アー川・∵ニ∴筑」は、レ恵一仰≠プレサスが創始L、現在でも彼の後継者が運営を引き終   
いでおり、フィリピンのみならずフィリピン国外にも数多くのトレ如鵬ニンダ・ジムを宿して   
いる。こうLた意味ではア如こスの流派（蹴祝融）鍔上・つとしてモダン∴アーニスを捉えるこ   
とも可能だろう。，，しかし∴現在モダン◆ア帥ニスの技法を採用している流派が数多く存在し、   
しかもそれぞれは基本的に独立した窯践団体とLて活動を行って♭1る。そのため、聾者の見   
解では、レミ…銅プレサスを頂点とし、ぞの下に枝分かれした組織構造を想定するよりも、   
モダン鶏ア仙・ニスという技の体系h那旭・n）断固々の巨卜附が採用していると経えた方が窯偶   
に沿っている。，そこでモダンーア…∵ニスについては、流派（sctま001）ではなく体系毎ystem）  
脚2〔〉3㈱   
と記Lて♭ヽる。  
蕗〉 古典灘憺ア血ニスの修練方法については、、武術研究者であり、アー叫ニスグ〕修練者であるロ   
メロ烏マカバガ1レ挽から示唆をいただいた（2005年5月2日qマニラ市トンド地区での筆者   
による聞き取を）調査）。  
ix）こうした名称は、ユ9髄年にフィリピンスポーツ委鋸話 脾紬渾転勤融離加血ぬⅧ、闇汁   
の下部組織である「アーニス掛 フィリピネス（釦言及is蓬）i1版画憎、略してÅ駁椚L が制度とし   
て確立Lたもので、Å詑＿椚を構成する選考委農による審査、認定を経て称号が授与される 
選考基準には、ア如こスの普及の貢献度や修練歴の民さなどがあるが、厳密に条件が淀め   
られている訳ではなく、話し合いによって決められることも多いという。）  
か巨鮎血適温購誠に関する情報は．、団体♂）代表者エーーリ・ロモ氏より提供していただいた（2輌5   
年∠を月Åバレンスエす市㌦鋤抑隼畠月》マニラ苗＼いザれも筆者による聞き取む〕調査）。）  
裏）マニラ東部ラダナ地方を流れるルンバン川の河口付近で発見された、西暦鋸0年頓に製造さ   
軒Lたと推ほりされている鋼板。：L991年に国立博物館が買い取った（。鋼板グ〕表面には古代ムラユ   
譜で、当時の金銭貸借に関わる取り決めが記されていた。  
幻＝ 潔浩き 甑症巨は 現在のアーニスの原型となる武術であると主張する文献彗○武術研究者は   
数多いが、異論もまた多い。＞ いくつかの説によると、かノという用語巨Ⅰ体は、近年になって  
－  －  ・．－ ‥－ ・   ト    ・   
が、かブの歴史性を認める説もあり（㌘鼠既SÅSi9弧4）、結論は明らかではない。ニうLた議   
論はあるが、ここでは緩の時代に発達した武術アーニスと区別して先スペイン期のフィリピ   
ン武術をカリと表記する 
濫iii）軸k還潮だ宅と呼ばれる舞踊で1、硯在でも村落で祝祭などの際に披露きれる。  
Ⅹiv）プノラジルのカポエラやペネズェ卦のガロ㌢テーラレンズ 鳥弾朋髄転倒駅）など町政備にも   
植民地親にお古ナる窯践禁止と舞踊との結びつきという、ア附こスに類似した伝承が存在するr）   
またアンチオ仰プはカリブ海の黒Å奴隷達の武闘ダンスを紹介Lているが、その描写牽時代   
背景がア…ニスと極めて類似Lている点が熱願深いげンチオ仙プ2（き01ニ‡〕183㌦i85）。  
ⅩⅤ）ア仙ニスはセブ島周辺などでは「エスクリマ 揉scrimaう】」という名称で呼ばれるこよ：があ   
る。これは、スペイニ′語で武器を屑㌦ゝた争いを指す閥堺まⅠⅥa”から派生した用語と考えられ   
てい宣  
xvi）ホセサーブサール柑OSE㌘成夏ZALう：フィリピン革命に思想的に大きな影響を与えた文筆家、   
医凱革命家。今⊇転なお国民的英雄としてフィリピンの人々の思慕を蔑めている。スペイン   
植民政府はフィリピン革命が勃発した1▲S96年12月に、革命を扇動L．たという根拠のない罪状   
に基づいて彼を処刑した。  
Ⅹ扇i）硯在使われている ∫－フィリピンÅuj という集団概念は，、こうした19世紀の民族主義運動の   
申で放み出きれた、極めて新Lい民族概念であると言える。それまでのフィリピンÅとは、   
フィリピン′生まれのスペイン丸を指し、必ずしも現在のフィリピンを出生地とするÅ々全て  
一一一・－1ごりLl】－   
を指す言葉ではなかった（清水ユ9鰍p152）。 
ⅩVi上i）『格闘Kw♂ガジン2（）（〕2年2月号』ぴいぷる社「「ヵリ＿jとは何か？「巨plもほり引用  
Ⅹix）フィリピンが、国民国家として成立するはるか最前坑〉ラプラプを、彼の民族的出自を脱色   
し／た上で「国民的英雄」とする語りには、現在でいうフィリピン群島グ）起源や歴史の操作が   
加わっていることは考慮するぺきだろう げンダ山ソン鰻那ぜ描卜闇札床長相戦Ⅷほ姐  
ⅩⅩ）ア．メリカに依存して達成したブザリピン独立について、磨藍族主義者レクトは「ニれは分離   
独立というよりは、より完全な統合であった」と皮肉混じりに摘溺Lている rキブイェン   
2榊4ニ㌘3∠を6）  
ⅩⅩi）歴史学の分野では、リサー∵ルが取り組んだフィリピン民衆の視点に基づいたフィリピン   
史の見直しの試みは、歴史家アゴンシリョに引き継がれた（Å㌫㌻）銅C‡i。L吏〕息956）。ニうしたフ   
ィリピン史を巡る動きは、後に革命♂）英雄ポニプアシオ椚凍物像を暫浸するアメリカ職歴虜   
家グレン心メイ び離げ牒－Å．）の挑戦を受ける（狙A￥且997）。Lかし，、イレ仙トを中心とする   
若い歴史家らはメイク〕議論に猛然と反論し、ぎメイ叫仙イレート論争」と呼ぼれる議論に発展し   
た ∬LE710イ199郎。この論争は、従来のフィーj㌻ピン史観には、かつて♂〕植民地宗主国であった   
米国による、植民地支配を正当化する思惑が‾太きく反映Lノていたことこを明らかにじたし。そし   
てイレ山一トらフィリピン人研究家による新たな歴史観の再構築の読みは¶、旧宗主国の文化的   
な呪縛を解き放とうとするポストコロニアル的な展開として扱えることか㌍渡るき 暗闇膵臓  
1989）  
ⅩⅩまi）ドセ・パレスの歴史や現在椛）活動状況にで〕いては、この冒す体の公式ホ脚ム〆成一ジ紆挽眠   
●－－－－－－－  
ⅩⅩiii巨例えばヨ一山・ヨ…は、世界で愛好者の多いゲ仙ムだが、もともとは、ブ川ピンの狩猟採   
集民が狩り群）ために用いた道風だときれている。）  
xxi＼・ ‥liしりi仁＼し一寸）卜1｝lil’トlし1∴＼Ⅰノト：川「し、＿・＼′1、重りH、l＼＼i）トし二ll（）川．封－りけl、ト‥   
ll川十■＼川＼＼・．しlしゝ‡丸江町＼・．t：－l＝直川廿＿珠いし直叩こ＝i∴出品－1i＝l｛ト∴呵〉ナi〔1＝＝  
ⅩⅩⅤ）「日日刊まにら新聞」滞瓢盈伸氏からげ〕情報提供による。  
－ － ・．・・    ‥        －     － ■  ミ      ー    一   
言1t桓：／毎ww．仁1epぬgov睾h座ublic／pub】ic．aspヂse仁‥＝   
：・．・．＝－l・・：  
ⅩⅩViii）他端は、スペインからフィリピンにもたら挙れたカトリ、ツタ犯意味謄界が、植民地支配   
に抵抗するための行為を正当化する枠組みを提供したと分析したく。そしてこう言㌦たカトIブッ  
クの意味合いの変化を、F仏力トリッタの逆説的位相」と呼んで締る ほ摘ほ緋雄捌∴弧翫  
一′▲ご（15－－   
